
A/ニューカレドニア/20/99 [Aソ連（H1N1）型]

A/ニューヨーク/５５/2004 [A香港（H3N2）型]

B/上海/361/2002 [B型]

▲上記本文中のホームページの内容に関するお問い合わせは，お受けしておりません．
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過去5年間のインフルエンザHAワクチン株

A/ワイオミング/3/2003 から変更

2005年度のインフルエンザHAワクチンは、A香港型のみ変更されました。

なお、ＷＨＯが発表している2005年度北半球の推奨株は

・A/ニューカレドニア/20/99 [Aソ連（H1N1）型]
・A/カリフォルニア/7/2004 [A香港（H3N2）型] 
・B/上海/361/2002 [B型]

であり、A香港型は増殖性の関係から、 A/ニューヨーク/55/2004がワクチン株として

利用可能と発表されています。

Aソ連（H1N1）型 A香港（H3N2）型 B型

2004年度

2003年度

2002年度

2001年度

2000年度

A/ニューカレドニア/20/99 A/ワイオミング/3/2003 B/上海/361/2002

A/ニューカレドニア/20/99 A/パナマ/2007/99 B/山東/7/97

A/ニューカレドニア/20/99 A/パナマ/2007/99 B/山東/7/97

A/ニューカレドニア/20/99 A/パナマ/2007/99 B/ヨハネスバーグ/5/99

A/ニューカレドニア/20/99 A/パナマ/2007/99 B/山梨/166/98

Aソ連型は2000年度から6シーズン連続でニューカレドニア株が用いられています。

日本国内でのAソ連型の患者数は2002年度以降非常に少なく、流行の主流は
A香港型とB型になっています。

[http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/vaccinerecommendations.html]

厚生労働省医薬食品局血液対策課から6月9日付で通知 （薬食血発第0609001号）

[http://idsc.nih.go.jp/iasr/prompt/graph/in3j.gif]
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